



















































































































































　2016 年 9 月 11 日、松本さんの釣りに同行させてもらった。場所は、安田川の中流にあるジョウゾウノ淵で
ある。松本さんは早朝に来て釣っていたが、筆者は都合で 10 時ごろに川原に着いた。筆者が着いてから、釣










































































































































































































































































































































　アユ漁の解禁は 5月 15 日だが、エサ釣りは 7月 1 日から解禁。終了は 10 月 15 日で、網も友釣りもすべて




のアユは放流もので釣りやすいが、昔の天然物のアユはむつかしかった。7月に釣るのは 16 ～ 17㎝で 20㎝に
はなっていないが、10 月近くになると 20㎝を超えている。天然ものは太りがわるい、大きくても 22 ～ 23㎝







































































































































　6月1日解禁の海部川のアユ漁は10月 19日までで、10月 20日から禁漁になる。12月 1日に再び解禁になり、
それから 31 日までが落ちアユ釣りの最後の機会である。河口付近でエサ釣りが見られるというので、筆者は


























































を機に筆を起し、明治元年（1868 年）まで書き記した日記である。その安政 4年（1857）1 月 15 日条に「一
両日已然より橋田ノ濱波打際ニ鮎子集り網を以引ク壱斗弐斗より四五斗も引もの有」と見える〔井上1972〕。
橋田ノ濱（宇佐町橋田）の波打ち際に集まる鮎子を、網を引いて何斗も取ったという記事である。安政 4年 1


































































































































































































































































1993 年 10 月下旬に見に行ったときには、土手には釣り具を売る軽トラックが止まりにぎわっていた。さし
餌にはオキアミを使っていた。アユはやせているものが多かったが、それでも川が大きいだけに全体に型が
良く、まれには尺（約 30㎝）近いものも釣れていた。ここでは、春に遡上する稚アユのエサ釣りをする人
も見かける。
（5） エサ釣りは入れ食いになるケースもあり、資源保護の見地から釣りの期間や釣り場について、友釣りより厳
しく規制している川が多い（松木一夫『高知のアユ釣り』）。
（6） 永澤正好『四万十川Ⅱ川行き（田辺竹治翁聞書）』に、田辺翁の話として、鮎は潮
しおざかい
境でかえる（ふ化する）
と見える。そして「ここらでは正木や井沢の辺りの潮水と真水の混ざったとこが温いがやけん。そこを水
みずざかい
境
というたり、潮境いうたりした」という。汽水の境目を示す言葉として興味深い。
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